
 二宮町総合戦略評価について（意見） 

 

「第２期二宮町総合戦略」に係る取り組みの令和４年度の進捗について、町行政の

内部評価を踏まえ、二宮町政策評価委員会として評価を行いました。 

９本の施策については、概ね順調であると評価できるものの、今後の人口減少社会

等を見据えた新庁舎整備をはじめとする施設再編の推進や、地域コミュニティの時代

に合った見直し、KPI の設定に対する課題が挙がりました。本委員会の意見を第３期

二宮町総合戦略の推進や、計画改定の参考にするとともに、今後の地方創生の推進に

役立てていただければと思います。 

各委員からの様々な意見をもとに議論した中で、総論として主に４点について、意

見を述べさせていただきます。 

１点目は、新庁舎整備事業についてです。地震対策や利便性等を考えると、喫緊の

課題として取り組むべきものであり、推進に当たっては、コンパクトシティやスマー

トシティの実現のため、ハード面のインフラ整備だけでなく、50 年先を見据えたソ

フト面の整備も必要です。また、整備にあたっての用地取得に関しては、周辺住民へ

の丁寧な説明に努めてください。 

２点目は、町民主体による東大果樹園跡地の利用についてです。利用状況が新型コ

ロナウイルス感染症の影響から回復しつつあることは良い結果ですが、登録団体以外

の町民による活用が進んでいないと思われるため、より町民から関心を持ってもらえ

るような取り組みと、イベントの参加人数など利用状況等が適切に把握できるような

KPI を新たに設定する等の工夫が必要です。 

３点目は、地域社会の基盤である地域コミュニティについてです。地域コミュニテ

ィが希薄化し、住民自治組織である自治会等の役員のなり手が不足する中、行事や役

職を精査する必要があります。また、地域防災や支援を必要とする方の見守り体制の

維持・発展のため、新しいシステムによる組織強化と伝統的なシステムの見直しを行

政が支援する形で進めることも必要です。伝統的なコミュニティは、地域の中での人

間関係で運営されているため、改めてそのような活動への評価を行い、行政から自治

会のあり方を見直すよう働きかけるとともに、住民が積極的に企画の提案や地域コミ

ュニティ活動への参加ができる環境づくりに努めてください。 

４点目は、各施策における KPI についてです。設定を適宜見直すことは評価します

が、施策の進捗を的確に把握するため、さらなる指標の設定や将来の目指す形に基づ
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いた再検討を行うこと、そして、目標値の根拠を明確化することが必要です。また、

目標未達成となった KPI が存在する場合は、その原因と施策の執行内容を検証するよ

う努めてください。 

最後に、本委員会の議論が、PDCA サイクルにおけるチェック機能として今後の総合

戦略において有効に活用されるとともに、固定観念に捉われることなく、時代の潮流

に柔軟に対応した持続可能なまちづくりの推進を期待します。 


